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国土交通省成長戦略会議

国土交通省成長戦略会議

海洋立国

（担当委員：坂村委員、中条委員、御立委
員 柳川委員 （大上委員））

観光 航空 国際
住宅
都市

員、柳川委員、（大上委員））

港湾の国際競争力強化 外航海運の国際競争力強化

長安政務官の下、実務家を中心とした以下
の委員会で、具体的な検討を進める。

三日月政務官の下 実務家を含む有識者を

①国際コンテナ戦略港湾検討委員会

三日月政務官の下、実務家を含む有識者を
中心とした「外航海運検討会」を立ち上げ、具
体的な検討を進める。

②国際バルク戦略港湾検討委員会

1



国際バルク戦略港湾検討委員会（概要）

我が国の産業及び国民生活に欠かせない物資である資源・エネルギー・食糧等の国際バルク貨物の世界的

目的

な獲得競争が進展しているなか、大型船による一括大量輸送の拠点となる港湾の「選択」と「集中」によりこれ
ら物資の安価かつ安定的な輸送を実現するため、対象とする品目を選定した上で、選択する港湾についての、
評価項目、選定案の作成等の検討を行う委員会を設置する。

＜政府側＞
長安 豊 国土交通大臣政務官

＜委員＞

委員

赤木 聰之 (社)日本船主協会港湾物流専門委員会委員長
神田 正美 (株)三井物産戦略研究所地域活性化支援センター長
久保 昌三 (社)日本港運協会会長
黒田 勝彦 神戸大学名誉教授・神戸市立工業高等専門学校長黒田 勝彦 神戸大学名誉教授 神戸市立工業高等専門学校長
柴田 明夫 丸紅(株) 丸紅経済研究所長
根本 勝則 (社)日本経済団体連合会産業政策本部長
長谷川 雅行 (株)日通総合研究所顧問

島 格 都 学 教松島 格也 京都大学准教授
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国際バルク戦略港湾検討委員会（検討経緯とスケジュール）

・平成２１年１２月１５日 第１回国際バルク戦略港湾検討委員会
穀物（とうもろこし、大豆）、鉄鉱石、石炭を検討対象とした

スケジュール

穀物（とうもろこし、大豆）、鉄鉱石、石炭を検討対象とした

・平成２２年 ２月 １日 第２回国際バルク戦略港湾検討委員会
「飼料輸出入協議会」（とうもろこし）、「油糧輸出入協議会」及び「（社）日本植物油協

会 （大豆）から意見聴取会」（大豆）から意見聴取

・平成２２年 ２月１８日 第３回国際バルク戦略港湾検討委員会
「（社）日本鉄鋼連盟」（鉄鉱石）、「電気事業連合会」及び「日本コールセンター技術交「（社）日本鉄鋼連盟」（鉄鉱石）、「電気事業連合会」及び「日本コ ルセンタ 技術交

流会」（石炭）から意見聴取

・平成２２年 ３月２５日 第４回国際バルク戦略港湾検討委員会 ＜予定＞
基本方針や選定基準等の議論を予定基本方針や選定基準等の議論を予定

・
・

・平成２２年 ４月頃 国際バルク戦略港湾 公募平成２２年 ４月頃 国際バルク戦略港湾 公募

・国土交通省成長戦略会議に報告

平成２２年末頃 国際バルク戦略港湾 選定・平成２２年末頃 国際バルク戦略港湾 選定
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急増する海上荷動量
・オイルショック後を除き、基本は拡大基調・オイルショック後を除き、基本は拡大基調

中国中国 加盟後は急拡大加盟後は急拡大

２００９年２月時点の予測

兆ﾄﾝﾏｲﾙ
35

73:第一次石油ショック
67:第三次中東戦争

・中国の・中国のWTOWTO加盟後は急拡大加盟後は急拡大
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出典：Fearnleys 「Review」より国土交通省港湾局作成
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※「その他」にはコンテナが含まれる 5



世界の海上荷動き量の貨物構成

コンテナ
１３ １億トン １６％ 三大バルク貨物１３．１億トン、１６％

とうもろこし

大豆

小麦

三大バルク貨物

穀物
３．８億トン、５％

鉄鉱石
８．５億トン、１０％

世界の世界の
全海上荷動量全海上荷動量 ドライバルク

３８．６億トン、４７％

原料炭
２．１億トン、３％

一般炭
５．７億トン、７％

石炭
７．８億トン、１０％

コンテナ

16%
石油

製品

ガス

3%

８２億トン８２億トン

３８．６億トン、４７％

マイナーバルク ※
１１．１億トン、１３％

５．７億トン、７％

16%

鉄鉱石

10%
原油

製品

10%その他ドライ（自動車・大型機械等）

８．０億トン、１０％

構成比

穀物
5％

10%
石炭

9%
ﾏｲﾅｰ

ﾊﾞﾙｸ

13%

その他

ドライ

10%

24%

液体（リキッド）バルク
３０．５億トン、３７％

原油
２０．０億トン、２４％

石油製品 （ガソリン・軽油等）
８ ０億トン、１０％

バ ﾞ

出典：日本海運集会所「日本郵船調査グループ編 2009 Outlook for the Dry‐Bulk and Crude‐Oil Shipping Markets」をもとに国土交通省港湾局作成

８．０億トン、１０％

ガス （LNG・LPG等）
２．５億トン、３％

※マイナーバルク：ﾎﾞｰｷｻｲﾄ・ｱﾙﾐﾅ・燐鉱石・砂
糖・油糧種子・油糧粕・コメ・肥料原料・塩・ｾﾒﾝ
ﾄ・ｸﾘﾝｶ・石炭ｺｰｸｽ・鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ・ﾏﾝｶﾞﾝ鉱石・鋼
材・林産品・大豆粕・銑鉄・還元鉄
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12,000
万トン

9
億トン

世界のとうもろこしの生産消費・輸出入量の推移

生産量 輸出量
7 9億トン

8,000

10,000

3.0億トン

3.3億トン6

7

8

アメリカ

中国

6.1億トン 6.0億トン

7.1億トン

7.9億トン

6,694万トン
7,467万トン

7,765万トン

9,861万トン

万トン

5,040万トン

4,838万トン
4,618万トン

6,191万トン

4,000

6,000

アメリカ

アルゼンチン

ブラジル

その他

億億ト
0.4億トン 0.6億トン1.3億トン 1.1億トン

1.3億トン
1.5億トン

2.5億トン 2.4億トン

3

4

5 ブラジル

ＥＵ27

その他

6,694万トン

865万トン 1,337万トン 1,621万トン 1,411万トン

779万トン
788万トン

1,086万トン
1,457万トン

1,480万トン

0

2,000

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

1.6億トン 1.5億トン 1.8億トン 2.0億トン

0.3億トン 0.6億トン
0.7億トン 0.5億トン0.3億トン

0.4億トン

0

1

2

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

10,000

12,000
万トン

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

8

9
億トン

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

消費量 輸入量

6 ９億トン

7.7億トン
9,835万トン

415万トン
453万トン

931万トン

595万トン

956万トン

1 634万トン
1,640万トン

1,649万トン

1,661万トン

6,000

8,000

日本

メキシコ

韓国

台湾
1 5億トン

1.9億トン
2.0億トン

2.2億トン

2.6億トン

5

6

7

アメリカ

中国

ＥＵ27

5.8億トン
6.2億トン

6.９億トン

6,650万トン
7,147万トン

7,570万トン

4,802万トン

290万トン
327万トン

369万トン
491万トン 540万トン

415万トン

458万トン
466万トン 456万トン752万トン
862万トン 863万トン562万トン
408万トン

595万トン1,634万トン

2,000

4,000

エジプト

コロンビア

イラン

その他

2 5億トン

0.3億トン 0.4億トン
0.4億トン

0.4億トン0.4億トン 0.6億トン
0.6億トン

0.6億トン1.1億トン
1.2億トン

1.3億トン
1.5億トン

2

3

4
ブラジル

その他

2,600万トン 2,964万トン 2,986万トン

0

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

2.1億トン 2.0億トン 2.3億トン 2.5億トン

0

1

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008
出典：USDA「PS&D」より国土交通省港湾局作成注：1998/1999のEU27カ国のデータはEU15カ国のデータである 7



9,000
万トン

25,000
万トン

世界の大豆の生産消費・輸出入量の推移

生産量 輸出量
億 ト

3,154万トン
6,000

7,000

8,000

8,502万トン
7,286万トン

15 000

20,000

アメリカ

ブラジル

1億5,983万トン

1億8,482万トン

2億1,578万トン
2億2,113万トン

5,289万トン

6,475万トン

7,952万トン

2,014万トン

2,536万トン

2,190万トン

2,895万トン

2,986万トン

3,000

4,000

5,000 アメリカ

ブラジル

アルゼンチン

その他4 620万トン
3,130万トン

4,350万トン

5,300万トン

6,100万トン7,460万トン

7,867万トン

10,000

15,000 ブラジル

アルゼンチン

中国

その他

3,793万トン

5, 89万トン

404万トン 348万トン 519万トン 878万トン306万トン 596万トン
957万トン

1,384万トン
893万トン

1,450万トン

2,014万トン

0

1,000

2,000

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

その他

1,878万トン 1,723万トン 2,136万トン 2,707万トン
1,515万トン 1,541万トン 1,740万トン 1,400万トン
2,000万トン 3,000万トン

3,900万トン
4,620万トン

3,130万トン

0

5,000

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

8,000

9,000
万トン

万ト

25,000
万トン

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/20081998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

消費量 輸入量

2億491万トン

2億2,975万トン

7,816万トン

1,039万トン 2,580万トン

3,782万トン

5,000

6,000

7,000

中国

EU27
2 831万トン

4,021万トン

4,982万トン

4,875万トン

5,087万トン

5,141万トン

5,163万トン

15,000

20,000

アメリカ

中国

アルゼンチン

ブラジル

1億5,883万トン

1億8,448万トン

3 855万トン

5,439万トン

6,347万トン

377万トン

451万トン 364万トン
361万トン481万トン

502万トン 430万トン
401万トン

1,486万トン

1,868万トン
1,454万トン

1,512万トン
385万トン

2,000

3,000

4,000 日本

メキシコ

その他

1,659万トン 1,989万トン 1,574万トン 1,611万トン
2,291万トン

2,696万トン 3,219万トン
3,507万トン

1,832万トン
2,201万トン 2,876万トン

3,616万トン
1,993万トン

2,831万トン

5,000

10,000

ブラジル

EU27

その他

3,855万トン

1,127万トン
1,579万トン 1,520万トン 1,760万トン

377万トン

0

1,000

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

3,233万トン 3,643万トン 3,660万トン 4,096万トン

0

1998/1999 2001/2002 2004/2005 2007/2008

出典：USDA「PS&D」より国土交通省港湾局作成注：1998/1999のEU27カ国のデータはEU15カ国のデータである 8



9
億トン

18
億トン

世界の鉄鉱石の生産消費・輸出入量の推移

生産量 輸出量
16 3億トン

8.5億トン

2 4億トン

2.7億トン

6

7

8

3.3億トン

3.4億トン

12

14

16

ブラジル

中国

11.8億トン

16.3億トン

6.7億トン

0.9億トン
1 4億トン 1 6億トン

2.1億トン

2.7億トン

1.4億トン
1.6億トン

2.4億トン

3

4

5 ブラジル

オーストラリア

インド

その他
億

2.1億トン1.6億トン 1.8億トン

2.3億トン

3.0億トン

1.2億トン 1.0億トン

1.5億トン

3.3億トン

1.8億トン 2.1億トン

2.7億トン

6

8

10

中国

オーストラリア

インド

ロシア

その他

9.1億トン 9.3億トン 4.5億トン
4.9億トン

1.4億トン 1.4億トン 1.6億トン
2.2億トン

0.3億トン 0.4億トン
0.6億トン

1.4億トン 1.6億トン

0

1

2

1998 2001 2004 2007

その他

3.0億トン 2.8億トン 3.2億トン 3.5億トン

0.7億トン 0.8億トン
1.0億トン

1.0億トン0.7億トン 0.8億トン
1.2億トン

1.6億トン 1.8億トン

0

2

4

1998 2001 2004 2007

その他

1998 2001 2004 2007

12

14
億トン

1998 2001 2004 2007

8

9
億トン

消費量（粗鋼生産量） 輸入量13.2億トン 8.6億トン

0.9億トン1 2億トン

1.1億トン

1 2億トン
1.7億トン

3.0億トン

4.3億トン

8

10 中国

アメリカ

日本
億ト 0 9億トン

2.1億トン

3.8億トン

5

6

7

中国

日本

ドイツ

7.7億トン

8.6億トン

10.7億トン

4.7億トン
5.1億トン

6.7億トン

4 9億トン

0.5億トン
0.5億トン
0.6億トン

0.3億トン
0.4億トン

0.5億トン

0.6億トン

0.7億トン
0.8億トン

0.8億トン

億

1.4億トン
1.1億トン

1.2億トン1.2億トン

4

6
韓国

インド

ロシア

ドイツ
0.3億トン0.3億トン 0.5億トン

0.4億トン 0.4億トン0.5億トン 0.4億トン
0.4億トン 0.5億トン

1.2億トン 1.3億トン
1.3億トン 1.4億トン

0.5億トン 0.9億トン

2

3

4 韓国

オランダ

その他

3.3億トン 3.5億トン
4.1億トン

4.9億トン

0

2

1998 2001 2004 2007

その他 2.0億トン 1.9億トン 2.1億トン 2.1億トン

0

1

1998 2001 2004 2007
出典：WSA「Steel Statistical Yearbook」より国土交通省港湾局作成 9



10
億トン

60
億トン

世界の石炭の生産消費・輸出入量の推移

生産量 輸出量
55.4億トン 9 2億トン

2.2億トン

2.4億トン

6

7

8

9
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インドネシア19 6億トン

25.5億トン
40

50
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36.9億トン 37.9億トン

46.3億トン
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2.0億トン

1.7億トン

1.9億トン

3

4

5
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その他4.5億トン
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13.1億トン 12.7億トン

19.6億トン
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その他
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1.9億トン 2.1億トン 2.2億トン 2.5億トン

0.3億トン
0.9億トン 0.8億トン

0.5億トン0.7億トン

0

1

2

7.2億トン 7.6億トン 8.4億トン 9.9億トン

2.2億トン 2.2億トン 2.4億トン
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0.8億トン
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出典：1998のデータについてはエネルギー経済センター「Coal Market Survey」、2001以降のデータについては資源エネルギー庁「エネルギー白書」より国土交通省港湾局作成 10



穀物・資源・エネルギーの主な輸出港及び海上荷動ルート

Portland
Tacoma

South Louisiana

Seattle

パナマ運河

New Orleans
South Louisiana

Ponta da Madeira

TubaraoDampier

Port Hedland Hay Point
(Sub port)Dalrymple Bay

Gl d t

Tanjung Bara

QuequenBahia Blanca

Gladstone

Newcastle

穀物

産地 港 ルート

穀物

鉄鉱石

石炭
出典：国土交通省港湾局作成 11



パナマ運河拡張計画

現閘門（第１、第２閘門）と第３閘門（新設）との比較第３閘門の新設を中心とするパナマ運河拡張

船幅
49
船幅
49船幅船幅

現閘門 第３閘門

第３閘門の新設を中心とするパナマ運河拡張
工事により、喫水15.2mの船舶が通行可能に。

大西洋

第３閘門の建設
（再利用水槽併設） 積積積積

49m49m

閘室水深閘室水深 喫水喫水 室水室水

船幅
32.3m
船幅
32.3m

（再利用水槽併設）
33億5,000万ドル

12,000TEU12,000TEU積積
コンテナ船コンテナ船

12,000TEU12,000TEU積積
コンテナ船コンテナ船

4,500TEU4,500TEU積積
コンテナ船コンテナ船
4,500TEU4,500TEU積積
コンテナ船コンテナ船

閘室の幅 33.5m閘室の幅 33.5m
閘室の幅 55m閘室の幅 55m

閘室水深
12.6m

閘室水深
12.6m

喫水
12.0m
喫水
12.0m

喫水
15.2m
喫水
15.2m

閘室水深
18.3m

閘室水深
18.3m

ガツン湖の

第３閘門の各閘室の長さ 427m
通航可能最大船舶の長さ 366m

12,000TEU積 コンテナ船4,500TEU積 コンテナ船

現閘門の各閘室の長さ 305m
通航可能最大船舶の長さ 294m

接続航路の建設

ガツン湖の
水位引上げ

2億6,000万ドル

現航路の拡幅と増深

接続航路の建設
8億2,000万ドル

太平洋

現航路の拡幅と増深
2億9,000万ドル

総事業費 ： 52億5,000万ドル
工期 ： 2007～14年 (平成19～26年)

※インフレ考慮額（5億3,000万ドル含む）
出典：パナマ運河庁資料より国土交通省港湾局作成 12



大型化が進むバルカー（バラ積み船）

■穀物・石炭等を輸送する船舶

パナマックス

（船型６～７万ＤＷＴ程度）

＜７万ＤＷＴ級の例＞

満載喫水

■穀物 石炭等を輸送する船舶

大
型（船型６～７万ＤＷＴ程度）

ポストパナマックス（仮称）

全長２２５ｍ12.0m

＜１２万ＤＷＴ級の例＞

型
化

ポ ナ ック （仮称）

（船型１０万ＤＷＴ程度）
全長２５０ｍ

満載喫水
15.2m

ケ プサイズ
＜１５万ＤＷＴ級の例＞

■鉄鉱石等を輸送する船舶（パナマ運河を経由しない）

大ケープサイズ

（船型１０～２０万ＤＷＴ程度）

＜３３万ＤＷＴ級の例＞

全長２９２ｍ

満載喫水
17.7m

大
型
化

最大級の鉄鉱石輸送船舶

（船型３０万ＤＷＴ程度）
全長３４０ｍ

満載喫水
21.1m

＜３３万ＤＷＴ級の例＞

全長３４０ｍ

出典：企業ヒアリングより国土交通省港湾局作成ＤＷＴ（Dead Weight Tonnage） ： 貨物船に積載可能な貨物等の最大重量トン。主に貨物船の大きさを表す。 13



我が国のバルク貨物取扱港湾の課題

○大型化が進展するバルカーに対応する港湾施設の能力不足

・現在主流となっている船舶が、満載で入港できない
（鉄鉱石：ケープサイズ船、石炭・穀物：パナマックス船 等）

・船舶の大型化に伴い、我が国港湾の水深不足がさらに顕在化船舶の大型化に伴い、我が国港湾の水深不足がさらに顕在化
（鉄鉱石：３０万トン超級の超大型輸送船、石炭：ケープサイズ船、穀物：ポストパナマックス船）

○入港時における規制等

・夜間の時間帯における入港規制

・潮位を活用した入港ができない

○高規格の荷役機械や十分な能力を有する保管施設の不足

14


